
　

十
月
二
十
二
日
（
土
）
に
友
部

公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
「
ふ
る
さ

と
祭
り
」
に
東
支
部
は
バ
ザ
ー
で

出
店
し
、
例
年
に
増
し
て
盛
況
で

し
た
。
今
年
は
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の

機
械
を
入
れ
て
販
売
し
た
と
こ

ろ
、
塩
味
で
な
い
甘
い
味
付
け
が

珍
し
い
と
大
好
評
で
し
た
。

　

十
一
月
九
日
に
第
十
四
回
東
支

部
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が

柿
橋
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、

一
一
八
人
が
大
会
を
楽
し
み
ま
し

た
。
上
位
入
賞
者
は
左
記
の
通
り

で
す
。

優
勝
：
原
田
喜
昭
（
き
ら
く
の
会
）

二
位
：
小
川
鎮
夫
（
き
ら
く
の
会
）

三
位
：
平
野
賢
治
（
鴻
寿
会
）

　

十
一
月
六
日
に
第
三
十
回
柿
橋

大
運
動
会
が
秋
晴
れ
の
下
、
柿
橋

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
約
六
〇
〇
人
参
加
。
様
々
な

種
目
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。
並
行
し
て
火
災

時
の
煙
体
験
テ
ン
ト
を
設
置
し
、

多
く
の
区
民
が
煙
の
恐
ろ
し
さ
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
六
日
に
今

年
の
ミ
ニ
サ
ロ
ン
は
、
総

数
四
十
二
名
で
、
晩
秋
の

陽
を
い
っ
ぱ
い
浴
び
て
、

ま
ぶ
し
く
輝
く
紅
葉
の

中
、
日
光
宇
都
宮
道
路

を
今
市
で
降
り
「
日
本

の
こ
こ
ろ
の
歌
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
船
村
徹
記
念
館
」

に
向
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
に
「
道

の
駅
日
光
」
の
敷
地
内

に
オ
ー
プ
ン
し
た
白
を

基
調
と
し
た
新
し
い
建

物
で
、
幻
想
的
で
迫
力

あ
る
３
Ｄ
映
像
、
お
馴

染
の
歌
手
と
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
六
百
枚

以
上
の
レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、

笠
間
出
身
の
高
野
公
男
と
の
交
友

の
至
り
は
、
七
年
間
で
し
か
な

か
っ
た
の
に
、
毎
年
祥
月
命
日
の

墓
参
を
欠
か
さ
ず
、
自
分
の
原
点

だ
と
言
い
切
れ
る
の
は
、
彼
の
美

学
の
表
れ
な
の
で
し
ょ
う
。

　

映
像
と
音
楽
を
ふ
ん
だ
ん
に
活

用
し
た
其
々
の
コ
ー
ナ
ー
を
回
っ

て
い
た
ら
、
二
時
間
が
瞬
く
間
に

過
ぎ
て
し
ま
い
、
参
加
さ
れ
た

方
々
も
、
御
自
分
の
思
い
出
を
重

ね
て
、
時
の
流
れ
を
懐
か
し
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

歌
謡
曲
の
歴
史
そ
の
も
の
で
あ

る
作
品
や
、
人
と
な
り
が
分
か
る

誠
実
で
細
や
か
な
施
設
で
し
た
。

　

食
事
処
も
、古
民
具
が
沢
山
飾
っ

て
あ
る
部
屋
で
蕎
麦
を
頂
き
、
お

か
き
工
房
で
、
試
食
と
お
茶
で
心

と
お
腹
を
満
た
し「
青
春
カ
ム
バ
ッ

ク
」
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

☆
五
平
ブ
ロ
ッ
ク

　

十
月
二
日
（
日
）
六
十
名
参
加
。

　

国
際
交
流
員
の
ジ
ョ
ー
ダ
ン
さ

ん
を
迎
え
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の

紹
介
と
簡
単
な
英
会
話
。そ
の
後
、

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
に
挑
戦
。

☆
南
友
部
ブ
ロ
ッ
ク

　

十
一
月
十
九
日
に
宿
公
民
館
で

開
催
。
五
十
三
名
参
加
。
手
作
り
の

け
ん
ち
ん
汁
に
会
話
も
弾
む
。
チ
ン

ド
ン
夢
之
屋
等
の
余
興
も
好
評
。

☆
体
験
型
研
修
「
笑
い
ヨ
ガ
」

　

女
性
部
は
九
月
二
日
（
金
）
に

「
笑
い
ヨ
ガ
」
を
喜
田
ひ
ろ
子
先

生
を
迎
え
実
施
。二
十
一
名
参
加
。

　
「
笑
い
ヨ
ガ
」
と
は
「
笑
い
の

体
操
」
と
「
ヨ
ガ
の
呼
吸
法
」
を

組
み
合
わ
せ
た
運
動
。
笑
い
は
健

康
に
良
く
、
人
間
関
係
も
豊
か
な

も
の
に
す
る
。
ぜ
ひ
毎
日
の
生
活

の
中
に
と
り
い
れ
た
い
も
の
。

☆
高
齢
者
の
食
事
学
講
座
開
催

　

十
一
月
十
日
に
社
会
福
祉
会
館

に
て
女
性
部
主
催
の
調
理
研
修
会

を
実
施
。
十
九
名
参
加
。
管
理
栄

養
士
の
小
澤
先
生
か
ら
食
の
安
全

の
講
義
の
後
、
高
齢
者
向
け
配
食

弁
当
の
作
り
方
を
実
習
。

　

十
一
月
九
日
に
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン

タ
ー
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
。
五
十

名
参
加
。終
了
後
防
災
訓
練
実
施
。
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庭
木
の
刈
込
み
も
済
み
、
黄
花

コ
ス
モ
ス
が
秋
の
風
に
揺
れ
る
爽

や
か
な
午
後
に
訪
問
し
ま
し
た
。

　

綿
引
さ
ん
は
大
正
十
五
年
、
三

人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。
五
代
目
と
し
て
の
責
任
を

感
じ
つ
つ
両
親
の
手
伝
い
を
し
、

戦
争
に
翻
弄
さ
れ
、
大
変
な
青
春

時
代
を
過
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
立
製
作
所
水
戸
工
場
に
三
年

弱
勤
め
、
根ね
こ
そ刮
ぎ
動
員
で
出
征

し
、
内
地
で
一
ヶ
月
訓
練
し
ま
し

た
。
復
員
後
、
元
国
鉄
に
入
社
、

神
立
保
線
区
、
石
岡
鉄
道
病
院
、

水
戸
管
理
局
と
三
十
五
年
勤
め

て
、
退
社
後
は
内
原
の
リ
リ
ー
幼

稚
園
で
送
迎
バ
ス
の
運
転
手
と
し

て
十
三
年
勤
務
し
、
運
動
会
、
涸

沼
に
お
泊
り
会
で
の
花
火
、
秋
の

遠
足
、
家
の
畑
に
さ
つ
ま
芋
を
植

え
て
、
芋
掘
り
で
の
園
児
の
喜
ぶ

顔
、
自
分
の
お
孫
さ
ん
も
バ
ス
に

乗
り
、
保
母
さ
ん
に
○
○
ち
ゃ
ん

の
お
爺
ち
ゃ
ん
だ
よ
！
と
言
わ
れ

た
こ
と
、
楽
し
か
っ
た
話
は
尽
き

る
こ
と
な
く
微
笑
ま
し
く
な
り
ま

し
た
。

　

奥
様
が
亡
く
な
ら
れ
て
二
十

年
、
趣
味
の
日
曜
大
工
、
庭
木
の

手
入
れ
、
菊
作
り
、
高
齢
者
ク
ラ

ブ
の
役
員
も
長
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

道
路
拡
幅
工
事
の
為
新
築
さ
れ

た
陽
当
た
り
の
良
い
家
で
、
息
子

さ
ん
夫
婦
と
お
孫
さ
ん
の
四
人
で

暮
し
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
、

を
モ
ッ
ト
ー
に
車
の
免
許
は
昨
年

返
納
し
、
電
動
自
転
者
で
買
い
物

に
行
か
れ
ま
す
。

　

庭
の
六
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
も
ち

の
木
と
同
様
、
凛
と
し
た
姿
に
パ

ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。
お
身
体

を
大
切
に
お
過
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
聞
き
手
・
野
村
）

　

今
年
も
支
部
の
各
地
区
で
敬
老

会
が
盛
況
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
開
催
日
順
に
）

五　
　

平
：
九
月
十
八
日
（
日
）

柿
橋
団
地
：
九
月
二
十
五
日（
日
）

南

友

部
：
十
月　

八
日
（
土
）

柿　
　

橋
：
十
月　

九
日
（
日
）

宮
前
・
鴻
巣
：
十
月
十
六
日
（
日
）

　

敬
老
会
の
出
席
者
は
全
体
で

二
八
四
人
と
約
三
十
％
の
出
席
率

と
な
り
ま
し
た
。

　

敬
老
会
で
は
、
お
祝
い
の
昼
食

と
と
も
に
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

し
た
。長
寿
者
の
表
彰
も
行
わ
れ
、

各
地
区
で
大
正
琴
、
日
本
舞
踊
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
ビ

ン
ゴ
な
ど
工
夫
を
こ
ら
し
た
催
し

物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

九
月
三
十
日
、

参
加
者
二
十
八
名

は
南
秀
利
先
生
の

解
説
を
聞
き
な
が

ら
東
国
三
社
巡
り

に
出
発
し
ま
し

た
。
鹿
島
神
宮
、

息
栖
神
社
の
順
に

参
拝
し
、
昼
食
後

に
香
取
神
宮
に
参

拝
し
ま
し
た
。

　

神
代
の
昔
、
鹿

島
神
宮
、
息
栖
神
社
、
香
取
神
宮

は
東
国
三
社
と
呼
ば
れ
、
東
北
の

夷え
び
す

征
伐
の
拠
点
で
し
た
。
神
武

天
皇
は
東
征
に
あ
た
っ
て
窮
地
の

際
に
武
甕
槌
大
神
の
霊
剣
の
神
威

に
救
わ
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
紀

元
前
六
六
〇
年
に
大
神
を
祭
神
し

て
鹿
島
神
宮
を
造
立
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
勝
利
の
神
様

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

神
栖
の
常
陸
利
根
川
沿
い
に
あ

る
息
栖
神
社
の
祭
神
・
岐
神
（
く

な
ど
の
神
）
は
東
国
征
伐
に
向
か

う
鹿
島
、
香
取
の
両
大
神
の
道
案

内
を
担
っ
た
と
さ
れ
、
流
通
・
交

通
の
神
様
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

香
取
神
宮
は
生
活
・
生
産
の
神

と
し
て
親
し
み
の
あ
る
イ
メ
ー
ジ

で
す
。

　

鹿
島
神
宮
と
香
取
神
宮
は
参
拝

客
が
多
く
賑
や
か
で
す
が
、
息
栖

神
社
は
参
拝
客
が
少
な
く
、
そ
の

静
け
さ
に
安
ら
ぎ
を
感
じ
ま
し

た
。

　

天
候
不
順
の
今
年
の
秋
に
は
珍

し
く
好
天
に
恵
ま
れ
、
神
聖
な
三

社
の
森
の
中
を
、
気
持
ち
よ
く
参

拝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
後
わ
ず
か
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
秋
は
支
部
行
事
が
目
白

押
し
で
、
紙
面
編
集
に
苦
労
し
ま

し
た
。
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り

ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
の
日
本
女
子

オ
ー
プ
ン
で
笠
間
市
岩
間
出
身
で

ア
マ
チ
ュ
ア
の
畑
岡
奈
紗
選
手

（
十
七
歳
）
が
史
上
最
年
少
で
初

優
勝
し
た
の
で
す
。

　

郷
土
出
身
の
畑
岡
選
手
の
今
後

の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

　
（
西
澤
）

編
集
あ
と
が
き

ご自分で手入れしている庭にて

柿橋団地

南友部

宮前・鴻巣

五  平

柿  橋

息栖神社にて


